
 

 

■ はじめに 
振動エネルギーは人の運動や歩行，自動車や電車の

走行の際に発生するなど様々な場所で発生するが，そ
のほとんどが無駄になっているエネルギーである。最
近，振動エネルギーを利用した新しい発電方法が注目
されており，その一例として，人が歩く際に発生する
振動エネルギーを電気エネルギーに変換させる発電床
が有名である。 
これまで私たちは，新たなエネルギー源として，風

により発生する振動エネルギーに着目し，電磁誘導を
利用した風振動発電機の開発を行ってきた。その結果，
風振動発電システムを構築することができ，使用可能
なレベルの発電量を達成することができた。そこで本
報告では，構築できたシステムを用いた風振動発電機
の開発について報告する。 

 
■ 活動内容 
電磁誘導を利用した最も単純な風振動発電機を作製

した。塩化ビニル管にエナメル銅線を巻きつけたもの
をコイルとし，そのコイルと整流器，電気二重層キャ
パシタを用い，半波整流回路を作製した。図1に，初期
の風振動発電機を示した。初期型風振動発電機におい
て，コイルにネオジム磁石を入れ，コイルを水平方向
に振り，磁石を移動させることで発電した。 
２．回路及びコイルの構造の評価 
発電効率の良い回路，コイルの構造を明らかにする

ために，下記の実験を行い，発電量の変化を調査した。
ここで，発電量は発電により蓄電されたキャパシタの
電気量を用いた。 
２-１．全波整流回路の利用 
キャパシタへの蓄電効率を向上させるために，全波

整流回路を作製した。半波整流回路から全波整流回路
に変更し，同じ発電条件においてキャパシタの電気量
を評価した結果，電気量が約2倍になった。 
２-２．磁石の往復数と速さ 
 コイルを通過する磁石の往復数と速さを調査し
た。その結果，磁石の往復数と速さが増加するこ
とで電気量は増加するが，キャパシタの性質のた
めに電気量は増加しにくくなることがわかった。 
２-３．コイルの巻層数 
全波整流回路を用い，コイルの巻いた層数を変化さ

せたときのキャパシタの電気量を評価した。その結果

として，巻層数を1層増やすごとにその電気量は約2倍
になったが，巻層数を増やすごとにその増加量が減少
することがわかった。 
２－４．コイルの内径の大きさの変化 
内径の異なるコイルを作製し，コイルの内径の変化

によるキャパシタの電気量の変化を調べた。その結果，
コイルの内径の小さい方が，電気量は大きくなること
がわかった。 
 
３．初期型を改良した風振動発電機の開発 
２の評価の結果から，発電効率の良い回路とコイル

の構造を持った風振動発電機を作製した。図2に改良し
た風振動発電機を示した。2つの風振動発電機を同じ条
件下において評価した結果，使用可能なレベルの発電
量を達成できた。 
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電磁誘導を利用した風振動発電機の開発 
 

図 2 改良した風振動発電装置 

図 1 初期の風振動発電機 
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